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は じ め に  

 

 西 予 市 で は 、 平 成 23 年 度 か ら “ 自 分 た ち の 地 域 は 、 自 分 た ち の 手

で ”を 基 本 理 念 に 、自 主・自 立 に 向 け た 地 域 の 取 り 組 み に よ り 、暮 ら し

や す く 個 性 豊 か で 活 力 に 満 ち た 地 域 づ く り を 推 進 す る こ と を 目 的 に 、

「 せ い よ 地 域 づ く り 交 付 金 事 業 」 に 取 り 組 み ま し た 。 平 成 28 年 度 に

は 制 度 変 更 が な さ れ 、地 域 発「 せ い よ 地 域 づ く り 」事 業 と し て「 基 礎 型

交 付 金 」と「 手 上 げ 型 交 付 金 」が 創 設 さ れ 新 た な 取 り 組 み が 始 ま り ま し

た 。  

令 和 ５ 年 度 か ら は 、公 民 館 が「 地 域 づ く り 活 動 セ ン タ ー 」と な り 、小

規 模 な 地 域 単 位 で 、 自 ら の 地 域 課 題 の 解 決 を 目 指 す 「 課 題 解 決 型 の 住

民 自 治 」と な り ま す 。基 本 理 念 で あ る「 自 分 た ち の 地 域 は 自 分 た ち の 手

で 」が 益 々 大 事 と な っ て き ま す 。人 口 減 少・少 子 高 齢 化 は 進 み 、今 こ そ

本 当 の 住 民 の 「 地 域 力 （ 浜 力 ）」 が 必 要 と な っ て お り ま す 。   

大 崎 振 興 会 で は 、 こ れ ま で の 事 業 を 継 続 し 地 域 の 抱 え る 諸 問 題 に 対

し て ど う 取 り 組 ん で い く か を 協 議 し 、 こ の 地 域 づ く り 計 画 書 を 策 定 し

ま し た 。  

 地 域 の 住 民 が 1 人 で も 多 く 、 こ の 計 画 お よ び 趣 旨 を 理 解 し て い た だ

き 、 今 後 の 地 域 づ く り に ご 協 力 い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す 。  

 

                   令 和 ５ 年 ４ 月  

                     

                   大 崎 振 興 会  

                   会 長  大 中  規 至  
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１ ． 地 域 の 現 状 と 課 題  

 

 田 之 浜 地 区 は 、西 予 市 の 西 南 部 に 位 置 し 、前 面 に は 宇 和 海 、背 後 は 急

峻 な 山 と な っ て お り 、 典 型 的 な リ ア ス 式 海 岸 の 集 落 で す 。  

令 和 ５ 年 ４ 月 1 日 現 在 の 人 口 は 290 人 、 世 帯 数 149 世 帯 で 、 65

歳 以 上 の 人 口 は 172 名 、 高 齢 化 率 は 59.3%と な っ て お り 、 今 後 も 高

齢 化 が 進 ん で い く と 思 わ れ ま す 。  

主 な 産 業 は 、農 業・漁 業 の 第 一 次 産 業 が 主 体 で 、温 暖 な 気 候 を 生 か し

た 柑 橘 の 栽 培 や 海 面 養 殖 、 一 本 釣 り が 行 わ れ て い ま す が 、 そ の ほ か に

は 地 元 で 働 く 場 所 が な く 、 若 者 は 地 区 外 へ 出 て 行 っ て い る 状 況 で す 。  

 依 然 と し て 就 労 や 収 入 と い っ た 産 業 、 医 療 や 介 護 と い っ た 福 祉 、 道

路 や 漁 港・漁 場 な ど の 基 盤 整 備 、防 災 対 策 、生 活 環 境 、自 然 環 境 の 保 全

な ど 、 課 題 を 残 し て い ま す 。  

 大 崎 振 興 会 で は 、今 後 も 継 続 し て 地 域 課 題 に 取 り 組 ん で 行 き 、「 安 心

し て ず っ と 住 み た く な る 田 之 浜 」 を 実 現 し て い き ま す 。  
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1－ 1 人 口 ・ 世 帯 の 状 況  

令 和 ５ 年 4 月 1 日 現 在 、 田 之 浜 地 区 の 人 口 は 290 人 、 世 帯 数 は 149 戸

で 、平 成 30 年 4 月 1 日 と 比 べ る と 、人 口 は 78 人 の 減 、世 帯 は 17 戸 の 減

と な っ て お り 、 年 々 減 少 が 続 い て い る 状 況 で す 。 65 歳 以 上 の 高 齢 化 率 は 、

平 成 30 年 4 月 1 日 で 55.4%だ っ た も の が 、 令 和 年 5 年 4 月 1 日 で は

59.3%と 3.9%の 増 加 と な っ て い ま す 。  
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1－ ２  年 齢 構 成  

 全 体 で は 男 性 148 人 、 女 性 142 人 と な っ て い ま す 。 年 齢 構 成 を 見 て み

る と 14 歳 以 下 が 9 人 、 15 歳 ～ 6４ 歳 が 109 人 、 65 歳 以 上 が 172 人 と

な っ て お り 、 そ の う ち 75 歳 以 上 は 、 男 性 43 名 、 女 性 63 名 の 計 106 名

と な っ て い ま す 。生 産 年 齢 人 口 数 は 全 人 口 の 5 割 に 満 た ず 、75 歳 以 降 が 4

割 近 く を 占 め て い る た め 、近 い 将 来 、急 激 に 人 口 減 少 が 進 む こ と が 予 測 さ れ

ま す 。  
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２ ． 田 之 浜 地 区 が 目 指 す 将 来 像  

 

安心してずっと住みたくなる田之浜 

大 崎 振 興 会 で は 、理 事 会 や ア ン ケ ー ト 結 果 を 踏 ま え て 、今 後 ど の よ う な 田

之 浜 に な っ た ら 良 い か 考 え ま し た 。そ こ に は 依 然 と し て“ 安 心 し て 生 活 で き

る 田 之 浜 地 域 ”と い う 意 見 が 多 く あ っ た こ と か ら 、改 め て 田 之 浜 地 区 が 目 指

す 将 来 像 を 「 安 心 し て ず っ と 住 み た く な る 田 之 浜 」 と し ま す 。  

 

３ ．  基 本 目 標  

 

①  明 る く 活 気 の あ る 町  

  コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 促 進 や 組 織 の 強 化 、生 涯 学 習 の 推 進 に 取 り 組 み 、住

民 一 人 ひ と り が 住 み 慣 れ た 地 域 の 中 で 活 躍 で き る 場 を つ く り 、笑 顔 の あ ふ

れ る 明 る い ま ち づ く り を 目 指 し ま す 。 ま た 、 高 齢 化 率 が 59.2％ に 達 し 、

今 後 も 高 齢 化 が 進 む な か 、高 齢 者 が 安 心 し て 生 き 生 き と 暮 ら せ る よ う 、地

域 交 通 対 策 や 健 康 づ く り 事 業 に 取 り 組 み ま す 。  

  〇 働 く 場 づ く り 事 業  

  〇 後 継 者 対 策 事 業  

  〇 文 化 活 動 支 援 事 業  

○ 地 域 交 通 対 策 事 業  

  ○ 健 康 づ く り 事 業  
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②  自 然 と 共 に 生 き る 町  

  大 崎 灯 台 や 公 園 、横 ハ エ 海 水 浴 場 、段 々 畑 で 作 る お い し い 柑 橘 や 宇 和 海

で と れ る 新 鮮 な 魚 な ど 、豊 か な 自 然 と 地 域 の 資 源 を 活 か し た 魅 力 あ る ま ち

づ く り を 目 指 し ま す 。  

○ 情 報 発 信 ・ 観 光 Ｐ Ｒ 事 業  

○ 特 産 品 開 発 事 業  

〇 景 観 整 備 ・ 維 持 管 理 事 業  

○ 耕 作 放 棄 地 活 用 事 業  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

③  伝 統 文 化 を 育 む 町  

連 綿 と 受 け 継 が れ て き た 郷 土 の 歴 史 や 伝 統 文 化 、先 哲 の 足 跡 の 保 存 に 努

め 、地 域 行 事 等 を 通 じ て 次 世 代 に 伝 え 、ふ る さ と へ の 誇 り と 郷 土 愛 を 育 む

ま ち づ く り を 目 指 し ま す 。  

○ 伝 統 文 化 継 承 事 業  

〇 食 育 事 業  

〇 先 哲 継 承 事 業  
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④  災 害 に 強 い 町  

 台 風・豪 雨 災 害 や 近 い 将 来 発 生 が 予 測 さ れ て い る 南 海 ト ラ フ 地 震 に 対 す

る 備 え を お こ な い 、 災 害 に 強 い ま ち づ く り を 目 指 し ま す 。  

  ○ 災 害 用 備 蓄 用 品 管 理 事 業  

  ○ 避 難 路 整 備 維 持 管 理 事 業  

  〇 緊 急 避 難 場 所 整 備 維 持 管 理 事 業  

  ○ 防 災 啓 発 事 業  

               

 

 

 

 

 

 

 

⑤  き れ い で 安 全 な 町  

  ７ 月 の 地 区 住 民 に よ る 一 斉 清 掃 、各 種 団 体 に よ る 清 掃 活 動 や 花 い っ ぱ い

運 動 な ど 、地 域 の 美 化 活 動 を 継 続 し 、清 潔 で き れ い な 環 境 を 維 持 し て い き

ま す 。ま た 、防 犯 灯 の Ｌ Ｅ Ｄ 化 や 空 き 家 問 題 へ の 取 り 組 み を 進 め 、安 心 し

て 暮 ら せ る ま ち づ く り を 目 指 し ま す 。  

  〇 環 境 美 化 活 動 事 業  

  〇 生 活 道 路 整 備 ・ 維 持 管 理 事 業  

  ○ 防 犯 灯 改 修 事 業  

  ○ 空 き 家 対 策 事 業   
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05 06 07 08 09

就労対策 働く場づくり事業 大崎振興会 仕事の創出、起業の支援 ● ● ● ● ●

後継者問題 後継者対策事業 大崎振興会 農業・漁業の担い手確保への支援 ● ● ● ● ●

文化活動の振興 文化活動支援事業 区長会 納涼祭・文化祭の振興 ● ● ● ● ●

高齢化対策 地域交通対策事業 大崎振興会 通院・買い物難民対策 ● ● ● ● ●

健康づくり事業 大崎振興会 体操・ヨガ・軽スポーツの振興 ● ● ● ● ●

観光PR 観光情報の発信 大崎振興会 観光・特産品情報の発信 ● ● ● ● ●

特産品づくり 特産品開発事業 大崎振興会 田之浜の名産品づくり ● ● ● ● ●

景観整備維持管理 景観整備・維持管理事業 大崎振興会 国道沿いの花壇の整備・維持管理 ● ● ● ● ●

耕作放棄地の増加 耕作放棄地活用事業 大崎振興会 耕作放棄地の有効利用 ● ● ● ● ●

海洋資源の保護 地域資源保護 大崎振興会 稚魚・稚貝放流 ● ● ● ● ●

伝統文化の継承 伝統行事振興事業 区長会 金毘羅奉納すもう・盆踊り・秋祭りの振興 ● ● ● ● ●

食育事業 大崎振興会 郷土料理の伝承 ● ● ● ● ●

伝統文化継承事業 大崎振興会 田之浜の暮らしを学び、後世に伝えていく活動 ● ● ● ● ●

先哲継承事業 地域づくり活動センター 塔　和子顕彰事業 ● ● ● ● ●

災害用備蓄品の確保 災害用備蓄品管理事業 自主防災・消防団 防災用品の購入・点検・在庫管理 ● ● ● ● ●

避難路の整備 避難路整備維持管理事業 自主防災・消防団 避難路の整備・補修 ● ● ● ● ●

避難場所整備 緊急避難場所整備維持管理事業 自主防災・消防団 緊急避難所の整備・補修 ● ● ● ● ●

防災意識の向上 防災啓発事業 自主防災・消防団 避難訓練・講習会等の開催 ● ● ● ● ●

地域美化活動 環境美化活動事業 区長会 町内一斉清掃（地域の清掃・薬剤散布など） ● ● ● ● ●

道路環境整備 生活道路整備・維持管理事業 区長会 生活道路の整備・補修 ● ● ● ● ●

防犯灯のLED化 防犯灯改修事業 区長会 防犯灯のLED化推進 ● ● ● ● ●

空き家対策 空き家対策事業 大崎振興会 空き家の利活用 ● ● ● ● ●

いつするか

将来像 目標 まちづくりの課題 事　業　名 主体（だれが） どのような取り組みを
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４ ． 主 な 施 策 と 実 施 計 画  取 り 組 み 表   
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５ ． 推 進 体 制  

 5－ 1 体 制 図  

 

 

 



  

 

 5－ 2 今 後 の 展 開  

  ま ち づ く り の 主 役 は 、そ の 地 域 に 住 ん で い る 皆 さ ん で あ る こ と を 再 認 識

し 、住 民 の み な さ ん は も ち ろ ん の こ と 、区 長 会・各 種 団 体・行 政 が 連 携 し 、

協 働 に よ る ま ち づ く り を 進 め て い か な く て は い け ま せ ん 。  

今 回 、作 成 し た 計 画 書 を も と に 今 後 の 田 之 浜 の あ る べ き 姿 に 向 け 、積 極

的 な 取 り 組 み を 進 め た い と 思 い ま す 。  
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6-1 大 崎 振 興 会 役 員 名 簿 (令 和 ５ 年 度 ) 

役職名  氏  名  備  考  

会 長  大中 規至  田之浜地域づくり活動センター長  

副会長  上田 甚正  代表区長  

会 計  上中 京子  ＰＴＡ  

事務局  大川 千穂  田之浜地域づくり任用職員  

監 事  松田 一義   

〃  木下 千代市   

理 事  吉良 直紀  1 区区長  

〃  上中 與愛  2 区区長  

〃  田中 重光  3 区区長  

〃   宇都宮 正志  4 区区長  

〃  土居 與次  自主防災会  

〃  上田 剛士  体協田之浜  

〃  酒井 新平  文協  

〃  中山 満博  消防団田之浜分団  

〃  佐々木 登喜子  民生委員  

〃  菅原 巧光  蒼風会  

〃  藤井 威将  地区代表  

〃  大下 矢津子  地区代表  

   

 


